






る面があるのではと思います。誰のどの学説を研究したいとはお考えで

なかったのでしょう。

　ただ、先生とお話ししていつも感じたことは、全人格的な陶冶を身に

つけられていて、交わされるお言葉、何気なく示された先生にとっては

専門外に属する爽やかな素養でした。これは、いわゆる大正世代に共通

することで、書画であったり、楽器や音楽であったり、ある年に天寿を

全うした母のことで年賀を辞退する挨拶を送ったところ、丁重なお言葉

のお葉書を頂戴しました。ギリギリで生きる術にも事欠く自分とは、別

の世界だなぁと思い知らされたことでした。
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